
－

１

VISSRラインナンバーモニター装置

VISSR Line Number Monitoring System

　　　　菅井雅章＊・鬼形俊雄＊

Masaaki Sugai and Toshio Onigata

Abstract

　　　In this paper we indicate ａ system for monitoring the VISSR Line number of GMS-3

space craft, using ａ personal computer system with general purpose parallel interface ｂｏ･ards.

　　　This system enable to record and･ accumulate data of the VISSR mirror's steps easier. We

can therefore analyze disorder of it without difficulty.

　　　Ａconfiguration of the monitoring system is described.

はじめに

　去る、昭和61年４月20日、GMS-3のVISSRミラース

テップに異常が発生した。

　この異常原因を解明する為に気象衛星通信所（Ｃ-

ＤＡＳ）では、VISSRミラーステップの動作状態を連続

的に記録し、衛星搭載VISSR関連機器の動作状態を監

視するほか、障害発生原因が地上設備側にあるのか衛

星側にあるのかの切り分けも行う事になった。従来、

ＣＤＡＳにおけるVISSRミラーステップの状態監視は、

衛星から送られてくる生データをディジタルプリンタ

に印字させることによって行っていたが、この方法に

は次のような難点があり、早期の改良が望まれていた。

まず、記録用紙の消費が早く、その交換と保管作業に

多くの手間を要したこと。次に、ディジタルプリンタ

は、24時間監視体制で長時間使用した為、機構部分に

故障が相次いだこと及び、ミラーステップの異常検出

は、印字記録量が多い上印字が見えにくいため多大の

労力を費さねばならなかった。これらの問題点を解消

する為、パーソナルコソピュータ（以下ＰＣと略す）を

使用してＶＩＳＳＲライソナソバー・モニタシステムを

試作し、実験を行ったところ、自動的に全データの取

得が出来る他、異常ラインナンバーがあればこれも自

動的に判別して出力させる事が可能となった。さらに、

*気象衛星センター施設管理課

Meteorological Satellite Center

一

データの整理・保管等に係わる作業も簡素化すること

ができたので、ここに紹介する。

２

システム構成

　Fig. 1はVISSR観測システムの概略図であり、枠線

より下の部分が今回製作したモニタシステムの機器構

成である。本モニタシステムは、機能別にモジュール

化された一連のプログラム体系のもとで動作するよう

になっており、その構成をFig. 2aに示す。また、

Fig. 2bに本モニタシステム操作上の運用モード構成

を示す。

３

システムの動作

　3.1　システムの機能.

　VISSRライソナソバー・モニタシステムの機能概

要は次のとおりである。

　①VISSRライソナソバーデータを自動的に取得す

ると同時に異常ラインの自動判別を行う。②その結果

をＣＲＴディスプレイ及びシリアルプリンタに出力す

る。③観測終了時には、監視記録データをフロッピー

ディスクに格納する。

　次に、上記動作に沿って本モニタシステム機能の中

心となるデータ取得プログラムモジュールの処理につ

いて述べる。
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MS-DOS Ver. 3.10

10.SYS

COMMAND.CON

CONFIG.SYS

AUTOEXEC.BAT

ルートディレクトリ

　　　　￥

FORMAT.EXE

DISKC0PY.COM

CHKDSK.COM

コマンドプロセッサー

システム構築

自動実行バッチ処理プログラム

フォーマットプログラム

ディスクコピープログラム

ディスクチェックプログラム

N88BASIC.EXE　≪S-DOS≪ N88BASICインタープリタVer. 3.0

MENU4.BAS　　ラインナンバーデータ取得メニュープログラム

　　　　　（　自動スタートプログラム　）

MOQPDIA.BAS　S/DB1,2データ並列取得S/DBl　ブリントアウ

M0QPD2A.BAS　S/DB 1　データ取得　　S/DBl　プリントアウ

M0QPD2A.BAS　S/DB 2　データ取得　　S/DB2　ブリントアウ

　　　　　（　手動スタートプログラム　）

MOflPDlM.BAS　S/DB1,2データ並列取得S/DBl　プリントアウ

l10aPD2M.BAS　S/DB 1　データ取得　　S/DBl　プリントアウ

M0QPD3M.BAS　S/DB 2　データ取得　　S/DB2　プリントアウ

PORTI.M

　　　　　（　ラインナンバーデータ・ダンププログラム　）

DDCON.BAS　　CRT出力

DDLST.BAS　　プリンター出力

Fig. 2a　software configuration

　　　　　　　　　　自動スタートモード

データ取得モード士

　　　　　　　　　　手動スタートモード

データダンプモード

ディスクフォーマットプログラム

ディスクコピープログラム

ファイル名印刷プログラム

プリンタ・スキップパーフォレーション

Fig. 2b　operation mode

　3.2　データ取得プログラムの処理概要

　Fig. 3にデータ取得プログラムのフローチャートを

示す。このプログラムは、システムの初期化に係る前

処理とデータの取得、異常ラインの検出を行う本処理

及び、記録データの格納等を行う後処理に分けられる。

　3.2.1　システムの初期化

　VISSRラインナンバーデータの取得は、VISSR信

号中のライソ同期ワードの検出信号による約0.6秒毎

の割り込み処理によって行われる。初期化プログラム

では、ＰＣに組込まれたパラレルイソターフェイス

ボードの初期設定と、割り込み処理に関する設定を行
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う。初期化プログラムのフローチャートをFig. 4に示

す。

　3.2.2　データの取得及び変換

　割り込み処理によってＰＣに取込まれたVISSRライ

ソナソバーデータは、その取得毎に４桁の８進数に変

換した後、比較照合用の２つのレジスタに新・旧の値

として順次格納すると同時に、Fig. 5に示すフォー

マットに従って時刻データと共にデータバッファに格

納する。

　3.2.3　異常ラインの検出

　VISSRミラーの動作方向は、フォワード（北から

南）とリバース（南から北）であり、それぞれにノー

マル（１ライソ毎）とラピッド（10～11ライソ毎）の

ステップモードがある。本モニタシステムでは、これ

ら４つの基本ミラーステップパターンとライソナン

バーデータから得られた実際のミラーステップパター

ンとを比較照合してミラーの異常動作を監視する。

　3.2.4　監視結果の出力

　（1）ＣＲＴディスプレイヘの表示

　ｃＲＴディスプレイには、VISｓＲライソナy A ―

データの他、モニタシステム及び衛星の運用モード等
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データ取得処理

　　　　　　　　割　り　込　み

‘“ａｒ”Ｚ之／（プリントコマンド）

Fig. 3　data logging program

一
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初　期　化

Fig. 4　system initialize program

のドキュメントに加えて現在時刻、異常ライソ検出回

数（“Err Count” ）を表示する。表示例をFig. 6に示

す。 VISSRラインナンバーデータの表示色は、比較照

合の結果に基づき、Table lに示すように変化させて

運用者の注意を喚起する。ミラー停止または、基本パ

ターンに合致しないライソナソバー値が検出された場

合には、ミラーステップ異常と判定し、“Err Ｃｏｕｎt”

の値を積算する。

　（2）シリアルプリソタヘの出力

　シリアルプリソタには、データ取得開始時刻、デー

タ格納時に使用するファイル名に続いてVISSRライ

ンナンバーデータを８データ毎に実時間で印字させる。

異常ラインが検出された場合は、当該ラインナンバー

の前に“＊”を付加すると共にその行頭に“＠”を印

字させて異常箇所の抽出を容易にしている。

　シリアルプリソタの印字出力例をFig. 7に示す。参

考として従来のディジタルプリンタによる印字例を

Fig. 8に示す。

　3.2.5　記録データの格納

　観測中、データバッファに蓄積されたデータは観測

終了時にフロッピーディスクに転送し、データファイ

ルとして格納する。格納時のファイル名は、通算日及

びＵＴ時・分を用いて構成し検索作業の便宜を計って

いる。

　本システムで使用したデータバッファとフロッピー

ディスクのデータ記録容量｡をTable 2に示す。

Table ｌ　color variation on CRT display,depend

　on the VISSR mirror step

種別 ミラーステップパターン 表示色

１ スタンバイ時及び、ノーマルステップ時 白

２ ラピッドモードステップ時 縁

３ ミラー停止時 黄

４ 上記以外の値となった時 赤

メモリーアドレス $A8000～ $A8002～ $A8009～ $A8010～

データの内容 最終ブロックの先頭アドレス 時 分 秒 ４φ１ ４φ２ 時 分 秒 ４φ１ ４φ２ 時 分 秒　‥・・・・・

割り付けﾊﾞｲﾄ数 ２バイト １ １ １ ２ ２ １ １ １ ２ ２ １ １ １　・・・・・・・

コ　メ　　ン　　ト 先頭ブロック データ池１ブロック データ厄２ブロック データNa3ブロック

Fig. 5　assignment of data buffer memory
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　１０１４

　０６６６

　０５４３

　０４１６

　０２７０

　０１４４

　００１７

　７６７１

　７６４４

　７４２０

　７２７２

　７１４５

　７０２０

　６６７２

＊６６６５

運用モー･ド：ＧＭＳ－３（主　系）両端縮小モード運用

Ｓ／ＤＢＩ＆Ｓ／ＤＢ２のデータを並列に取得。Ｓ／ＤＢＩのデータをプリントアウト。

　　　　　　　＊拳拳＊　S/DBReal　Time　Moni tor　Data Print　END ＊＊●＊

Fig. 7　example of SERIAL PRINTER output
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Fig. 8　example of DIGITAL PRINTER output

Table　2　recording　capacity　of　data　buffer

　　memory & floppy disk unit

記録媒体
データバッファ
　(内部メモリ)

フロッピーディスク
　(補助記憶装置)

データ記録容量 6 4KB 1. 2MB

連続記録可能時間 ９３分間

最大記録データ量 約３回／全球 約４日分（通常）

４

本システムの特長とその効果

　本モニタシステムの特長を以下に挙げるとともに、

新・旧システムの違いによる業務量の比較をTable 3

に示す。

　①モニタは、VISSRミラーステップ開始と同時に自

動的にデータ取得を始めるのでデータの取りこぼしが

無い。

　②データを取得しながら実時間で自動的に異常検出

を行い、運用者に通知するとともに印字記録に残すこ

とが出来る。

　③取得データは、５インチのディスケットに収録さ

れる為、データの記録密度が高く保管整理が容易であ

る。

　④これらにより、データ整理に要する時間が短縮さ

れる。

　⑤メニュープログラム方式を採用した為、簡単な

キー入力操作のみでモニタ運用モードの設定が出来る。

　⑤システムプログラムは、一部を除いてＢＡＳＩＣで

記述されており、また機能別にモジュール化されてい

る事から保守管理及び改造に要する労力が少なくて済

む。

　⑦シリアルプリソタを用いた事により、印字記録が

見易くなった上、消耗品の交換作業が簡単になった。

５ むすび

　本システムは、大きなデータ記録容量に加えて条件

判別機能の多様さ及び、処理速度の速さといったいく

つかの特長を有し、特に生データを使用していること

から障害時の原因究明と衛星搭載VISSR関連機器の

状態把握を行う上で有効である。なお、63年３月には

一
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Table 3　difference of task, between OLD system and NEW one

項　　　　目 従来の方法 新モニターシステム

１ データ取得操作 関　始 手　勤 自動（手動も可）

終　了 手　動 原則として手動

２ 異常ライン検出 印字記録から目視
によって抽出

自動検出し、実時間で
ＣＲＴ／プリンタに出力

３ データ整理に要する時間 約　４Ｈ／１日分 約　１Ｈ／１日分

４ 装置の操作性 ディジタルプリンタ本体
のスイッチのon/offに
よる。（操作は簡単）

プログラム制御の為、

操作の大部分が自動化さ

れている。

５ 装置の保守性 機構的には簡単であるが
保守部品の確保、消耗品
の交換が難点。

多少の専門知識が必要で
あるが、概して容易であ
る。

６ 消耗品の交換
　(交換周期)

記録用I紙 約　０．７日毎 約　３週間毎

インクリボン 約０．５ケ月以上 約　１ヵ月以上

ディスケット 約　４日毎

７ 記録データ保管量の比較 付　録　Fig.1 1を参照

Table ４　component specifications

使　用　機　器　等 定　　　格　　　等

パーソナルコンピュータ ＮＥＣ社製　PC-9 8 01Vm2システム

ディジタルプリンタ ヒュレットパッカード社製　5050B

汎用パラレルＩ／Ｆボード ＣＯＮＴＥＣ社叢　ＰＩ－３２Ｔ（９８）

インターフェイス装置 ＣＤＡＳ技術係の製作による

ソフトウェア ＭＳ－ＤＯＳ７“　及び、N8 8BAS I C

アプリケーションソフトは自主開発のものを使用

新しいシステムが稼働を開始する予定であり、その機

能の一つとしてVISSRミラーステップの状態監視も

他の関連機器の動作状態と併せて集中的に行えるよう

になることを付け加えておく。

　最後に、本稿をまとめるにあたり、資料提供ならび

に助言等を頂いた気象衛星センター情報伝送部各位に

感謝する。

６ 付　録

　使用装置の諸元をTable 4に示す。

　本モニタ装置外観図及び、イソターフェイス装置外

観図をそれぞれFig. 9、Fig. 10に、また、保管データ

量の比較をFig. 11に示す。
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Fig. 6　example of display on CRT

Fig. 1ﾀ　appearance 01 tne monitoring system
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Fig. 11　contrast of piled dataFig. 10　outward of interlace equipment
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